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脂質異常症①

1. 脂質異常症とは？（テキストp51）

脂質の代謝障害のため、血液中の脂質濃度に異常が生じる疾患

➡その結果、血管壁、臓器の機能や構造に影響を与える

血清脂質の中でも特に

LDL（悪玉）コレステロール ⇑

中性脂肪 ⇑

HDL（善玉）コレステロール ⇓

原発性脂質異常症
家族性高脂血症・・・遺伝性で進展しやすい

二次性脂質異常症

以前は高脂血症と呼ばれていた

家族性（遺伝性）の
高LDLコレステロール血症



2. 脂質異常症診断基準（空腹時採血）*
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3. 脂質異常症の分類とそれぞれの特徴

WHO分類

Ⅰ型 Ⅴ型 Ⅳ型 Ⅲ型 Ⅱb型 Ⅱa型

カイロミクロン ↑↑ ↑ ↘

VLDL ↑ ↑↑ ↑↑ ↑

LDL ↑ ↑↑ ↑↑↑ ↑↑↑

血清
脂質

TG ↑↑ ↑↑ ↑↑ ↑↑ ↑

LDL-C ↑ ↑↑ ↑↑ ↑↑

↑；多め
↑↑；多い
↑↑↑；
⾮常に多い

↘；やや多い
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4．リポたんぱく質

引用；病気が見える3 代謝・内分泌疾患 第１版 MEDIC MEDIA
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4．リポたんぱく質

コレステロール

引用；病気が見える3 代謝・内分泌疾患 第１版 MEDIC MEDIA
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5．LDL-コレステロールが高くなると

LDLはストレスや食物等により酸化される
↓

血管壁等のマクロファージに貧食される
↓

泡沫細胞ができる

↓

アテローム（粥腫）を形成

↓
動脈硬化（アテローム硬化症）

引用；病気が見える3 代謝・内分泌疾患 第１版 MEDIC MEDIA
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6．HDL-コレステロールが善玉である理由

HDLが末梢組織から
コレステロールを肝臓へ転送

↓
抗動脈硬化作用

引用；病気が見える3 代謝・内分泌疾患 第１版 MEDIC MEDIA
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